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（万人）

平 成 １２ 年 度 利 用 客
          ５,２５６万人
   うち、東京、関空利用客
          ４，３０５万人（８１．９％）
   その他
              ９５１万人（１８．１％）

国 際 航 空 旅 客 数 の 推 移

年 度

384万人(100%)

11万人(2.8%)

73万人(18.9%)

300万人(78.3%)

62万人(7.8%)
794万人(100%)

127万人(15.9%)

606万人(76.3%)

1,215万人(100%)
114万人(9.4%)

258万人
( )

843万人(69.4%)

1,758万人(100%)
148万人(8.4%)

350万人(19.9%)

1,260万人(71.7%)

432万人(13.9%)

530万人(17.1%)

2,142万人(69.0%)

4,357万人(100%)

800万人(18.4%)

934万人(21.4%)

2,623万人(60.2%)

5,256万人(100%)

951万人(18.1%)

1,287万人(24.5%)

3,018万人(57.4%)

新東京国際空港開港
（昭和５３年５月）

地方空港

大阪国際空港又は
関西国際空港

新東京・東京国際空港

関西国際空港開港
（平成６年９月）

　　　　　内の数値は、
昭和45～平成12年度の
平均伸率

9.1％

16.0％

10.1％

8.0％

3,104万人(100%)
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大阪国際空港又は
関西国際空港

平成１２年度取扱量
　　　　２９２．７万トン
　うち、東京、関空取扱量
　　　　２７１．６万トン（９２．８％）
　その他
　　　　　２１．１万トン（　７．２％）

国 際 航 空 貨 物 取 扱 量 の 推 移
（万トン）

年度

10.1万トン(91.8%)

0.8万トン(7.3%)

0.1万トン(0.9%)

11.0万トン(100%)

26.3万トン(88.5%)

2.9万トン(9.7%)

0.5万トン(1.8%)

29.8万トン(100%)

新東京国際空港開港
（昭和５３年５月）

45.5万トン(85.7%)

6.4万トン(12.0%)

1.2万トン(2.3%)

53.1万トン(100%)

75.8万トン(86.8%)

10.0万トン(11.5%)

1.5万トン(1.7%)

87.3万トン(100%)

新東京・東京国際空港

その他の空港

134.6万トン(85.1%)

16.4万トン(10.4%)

7.1万トン(4.5%)

158.1万トン(100%)

160.0万トン(75.2%)

36.1万トン(17.0%)

16.5万トン(7.8%)

212.6万トン(100%)

関西国際空港開港
（平成６年９月）

292.7万トン(100%)

21.1万トン(7.2%)

86.6万トン(29.6%)

185.0万トン(63.2%)

　　　　　内の数値は、
昭和45～平成11年度の
　　　　　年平均伸率

11.5%

19.9%

16.9%

10.2%



資料１２－３

旅　　客 貨　　物

出典：国際航空旅客動態調査、国際航空貨物動態調査（平成12年度）

国際旅客・貨物の発生地割合について

国際旅客・貨物の発生地割合は、強大な後背圏を有する３大都市圏が約８０％

北海道
2.2%
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44.9%
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中部
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18.9%
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6.7%四国
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中国
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3.6%
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関東
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成田空港の施設計画成田空港の施設計画

平行滑走路

供用区域

区 分 現 在 完 成 時

4,000m 1本 4,000m 1本
滑 走 路 3,200m 1本（横風用）

2,500m 1本（平行滑走路）

※暫定平行滑走路は、2,180m
年間処理能力 発着回数

13.5万回 20万回

旅客ﾀｰﾐﾅﾙﾋﾞﾙ 第1旅客ﾀｰﾐﾅﾙﾋﾞﾙ 第1旅客ﾀｰﾐﾅﾙﾋﾞﾙ
第2旅客ﾀｰﾐﾅﾙﾋﾞﾙ 第2旅客ﾀｰﾐﾅﾙﾋﾞﾙ

２１８０ｍ

２５００ｍ

暫定平行滑走路

平行滑走路

未供用区域

本来の2,500mの平行滑走路の早期完成を目指して、地権者との話し合いの努力を続けつつ、暫
定的措置として2002年初夏のサッカーワールドカップ開催に間に合うように2,180mの滑走路整備
を行う。平成13年10月末工事完成、14年4月18日供用予定。

↓↓
（約374ha）

（約710ha）
→→

４０００ｍ
Ａ滑走路

第1旅客ﾀｰﾐﾅﾙﾋﾞﾙ

第2旅客ﾀｰﾐﾅﾙﾋﾞﾙ

貨物取扱施設区域
航空機整備施設区域

横風用滑走路
（３２００ｍ）



関西国際空港２期事業概要
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●２期事業の内容

1．整備内容 ２期平行滑走路供用開始時には、必要最小限度の施設のみの整備に留め、
残りの事業は、開港後、需要に応じて段階的に整備。

2．埋立面積 約 540ha（用地造成の一部は、2007年以降段階的に実施）

3．事業費 約1兆4,200億円（うち2007年までの事業費 約1兆1,100億円）
（当初の事業費 1兆5,600億円を削減）

２期空港計画（案）イメージ図

２期空港島

１期空港島

Ｂ滑走路（4,000m）

A滑走路（3,500m)

旅客ターミナルビル（２期本館）

サテライト

旅客ターミナルビル（１期）

連絡誘導路

空港連絡橋

鉄道駅



資料１３－３

 計画の概要
　位　　置：名古屋の南概ね35kmの
            常滑沖海上
　アクセス：名古屋都心から鉄道、
            道路とも30分程度
　滑 走 路：3,500m 1本
　空港面積：約470ha
　総事業費：7,680億円
　開港目標：2005年3月

○空港周辺図 ○空港位置図

中部国際空港
連絡鉄道

中部国際空港
連絡道路

対
岸
部
地
域
開
発
用
地

地
域
開
発
用
地

中
部
国
際
空
港

 中 部 国 際 空 港 の 概 要
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国際旅客需要予測（人キロベース）

アジア・太平洋

ヨーロッパ

北アメリカ

その他
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10億人×キロ

出典：Outlook for Air transport
        to the Year 2010   (ICAO:2001)

年平均伸び率
       7.0%

5.5％

822.4

223.7

1614

462.3

2960

1025

ICAO 2001年

5.0
%

4.5%

7.5%

7.5%

36.2%

34.6%

17.6%

11.6%

38.6%

20.3%

12.5%

28.6%

世界的に見ても国際旅客需要は大幅に増大。中でもアジア太平洋の伸びが顕著
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空港名 （韓国）仁川国際空港
位　置 ソウル市の西５２km（海上埋立）
開  港 ２００１年　３月

開港時 全体計画
面　積 １,１７４ha ４,７４４ha
滑走路 ３,７５０m×２ ３,７５０ｍ～

 ４,２００m×４
処理能力
滑走路 １７万回／年 ５３万回／年 関空
旅客施設 ２７百万人／年 １億人／年
　　
空港名 （中国）上海浦東国際空港 成田
位　置 上海市の南東約３０km
開  港 １９９９年　１０月

開港時 全体計画
面　積 １,２５２ha ３,２００ha 空港名 （ﾏﾚｰｼｱ）ｸｱﾗﾙﾝﾌﾟｰﾙ国際空港
滑走路 ４,０００m×１ ４,０００m×４ 位　置 クアラルンプール市の南５０km
処理能力 開  港 １９９８年　６月
滑走路 １２.６万回／年 ３２万回／年 開港時 全体計画
旅客施設 ２０百万人／年 ７０百万人／年 面　積 ３,０００ha １０,０００ha

滑走路 ４,０００m×２ ４,０００m×５
空港名 （香港）香港国際空港 処理能力
位　置 九龍地区の西２８km（海上埋立） 滑走路 ３７.５万回／年 ……
開　港 １９９８年　７月 旅客施設 ２５百万人／年 １億人／年

開港時 全体計画 空港名 （ﾏﾚｰｼｱ）ｸｱﾗﾙﾝﾌﾟｰﾙ国際空港
面　積 １,２５５ha １,２５５ha
滑走路 ３,８００m×１ ３,８００m×２
処理能力
滑走路 1５.４万回／年 ３７.６万回／年
旅客施設 ３５百万人／年 ８７百万人／年 空港名 （ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ）チャンギ国際空港
※１９９９年５月第２滑走路供用開始 位　置 市街地の東２０km

拡張内容 第３旅客ﾀｰﾐﾅﾙﾋﾞﾙの建設
空港名 （タイ）第２バンコク国際空港 完成予定 ２００６年
位　置 バンコク市の東３０km 現　　状 第3PTB完成後
完成予定 ２００４年 面　積 １,３００ha １,６６３ha

開港時 全体計画 滑走路 ４,０００m×２ ４,０００m×２
面　積 ３,２００ha ３,２００ha 処理能力
滑走路 ３,７００m×２ ３,７００m×４ 滑走路 ３４万回／年 ３４万回／年
処理能力 旅客施設 ４４百万人／年 ６４百万人／年
滑走路 …… …… ※　第3滑走路・第4PTB用地を埋立中
旅客施設 ３０百万人／年 １億人／年

近隣アジア諸国における大規模国際空港整備の動向

近隣アジア諸国においては、アジアのハブ空港を目指し、
大規模空港整備が進行中
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